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●
山さ

ん
の
う王
小
学
校
の
存
続
に
関
す

る
請
願
…
不
採
択

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
勉

強
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
山
王
小
学
校

を
統
廃
合
せ
ず
単
独
校
と
し
て

の
存
続
を
求
め
る
も
の
。

〔
紹
介
議
員
〕

　

倉
持
議
員

〔
討
論
〕

中
村
議
員
…
私
な
り
に
聞
き
取

り
調
査
等
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ

な
感
慨
を
持
っ
た
。
苦
渋
の
選

択
の
中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充
実
を

求
め
て
反
対
。

赤あ
か

羽ば

議
員
…
子
ど
も
た
ち
が
、

高
井
小
学
校
、
六
郷
小
学
校
と

分
断
さ
れ
る
と
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
分
断
に
も
な
り
か

ね
な
い
。
数
合
わ
せ
の
統
合
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
賛
成
。

小
泉
議
員
…
住
民
と
議
論
を
す

べ
き
。
山
王
地
区
の
方
々
の
熱

い
思
い
は
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
充
実
を
考
え
る
と

賛
成
で
き
な
い
。
反
対
。

倉
持
議
員
…
10
人
程
度
の
学
校

で
も
子
ど
も
を
十
分
育
て
て
い

け
る
。
山
王
小
学
校
廃
校
の
決

断
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
賛
成
。

吉
田
議
員
…
子
ど
も
の
将
来

の
夢
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
の
は

我
々
。
統
廃
合
に
向
か
っ
て
い

く
な
ら
ば
、
素
晴
ら
し
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
子
ど
も
に
与
え

る
の
が
我
々
の
役
目
で
あ
り
、

宿
命
。
反
対
。

朝
比
奈
議
員
…
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
男
女
・
学
年
の
構
成
の
中
で

６
年
間
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

は
、
子
ど
も
に
良
い
と
は
思
え

な
い
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
ぶ
場
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
反
対
。

小
嶋
議
員
…
自
分
の
村
の
学
校

を
な
く
す
な
と
い
う
郷
愁
感
の

問
題
と
、
通
学
の
問
題
の
大
き

な
２
つ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
子

ど
も
の
教
育
を
考
え
る
と
統
合

は
や
む
を
得
な
い
。
反
対
。

結
城
議
員
…
断
腸
の
思
い
だ

が
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
教

育
を
考
え
る
と
反
対
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
統
廃
合
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
核
と
な
る
よ
う
な

形
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
反
対
。

遠
山
議
員
…
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
る
と
い
う
願
意
は

地
域
住
民
の
思
い
。
そ
こ
で
育

つ
子
ど
も
た
ち
は
む
し
ろ
幸
せ

と
思
う
。
学
校
は
地
域
の
中
心

で
あ
り
、要
で
も
あ
る
。
賛
成
。

川
又
議
員
…
ク
ラ
ス
に
適
正
規

模
と
い
う
の
は
な
い
。
子
ど
も

た
ち
に
は
関
係
な
い
。
伝
統
あ

る
山
王
小
学
校
は
、
取
手
と
し

て
存
続
さ
せ
る
べ
き
。
賛
成
。

意
見
書
・
決
議

●
視
覚
障
が
い
者
か
ら
テ
レ
ビ

を
遠
ざ
け
な
い
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
を
求
め
る
意
見
書

…
可
決

　

携
帯
用
ラ
ジ
オ
で
テ
レ
ビ

放
送
が
聴
け
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
視
覚
障
が
い
者
の
テ
レ
ビ

の
使
い
や
す
さ
を
最
大
限
考
慮

す
る
こ
と
。
テ
レ
ビ
放
送
に
お

け
る
情
報
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ

と
を
政
府
に
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

染そ
め

谷や

議
員
ほ
か
３
人

〔
討
論
〕

林
議
員
…
８
月
31
日
の
衆
参
両

院
に
お
い
て
、
視
覚
障
害
者
か

ら
テ
レ
ビ
を
遠
ざ
け
な
い
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
移
行
に

関
す
る
請
願
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
て
い
る
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
取
手
市
名
誉
市
民
の
称
号
を

贈
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
…
可

決
　

木き

内う
ち

幸ゆ
き

男お

氏
は
、
取
手
第
二

高
校
及
び
常
総
学
院
高
校
の
野

球
部
監
督
時
代
に
甲
子
園
で
優

勝
す
る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
市

民
の
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
取
手
市
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
る
よ
う
市
長
に
求
め
る
こ

と
を
決
議
す
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

中
村
議
員
ほ
か
６
人

〔
討
論
〕

入
江
議
員
…
全
国
各
地
に
行
く

と
、
取
手
と
い
う
と
取
手
二
高
、

茨
城
と
い
う
と
木
内
幸
男
監
督

と
い
う
名
前
が
必
ず
出
て
く
る
。

木
内
幸
男
氏
を
名
誉
市
民
に
す

る
こ
と
は
大
賛
成
。

結
城
議
員
…
今
回
の
一
般
質
問

で
、
取
手
二
高
物
語
か
木
内
監

督
物
語
の
映
画
作
成
を
提
案
し

た
。
木
内
元
監
督
が
名
誉
市
民

に
な
れ
ば
、
取
手
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
な
る
。
賛
成
。

貫ぬ
く

井い

議
員
…
本
郷
の
住
民
と
し

て
も
大
歓
迎
だ
。
私
が
提
案
し

た
利
根
運
河
の
広
瀬
誠
一
郎
、

俳
人
高
野
素す

十じ
ゅ
う

・
軽
部
烏う

頭と
う

子し

、

文
化
勲
章
の
武
藤
清
、
東
大
教

授
赤
塚
忠き

よ
し

、
法
曹
界
野
村
佐
太

男
、
公
正
取
引
委
員
長
高
橋
俊

英
等
の
郷
土
出
身
の
文
化
人
も

今
後
検
討
を
求
め
、
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
取
手
駅
北
Ｃ
街
区
事
業
提
案

公
募
区
域
内
の
公
有
地
売
却
の

中
止
を
求
め
る
決
議
…
否
決

　

Ｃ
街
区
事
業
提
案
公
募
は
、

事
業
者
が
既
に
決
ま
っ
て
い
た

と
し
か
思
え
な
い
。
ま
た
、
公

募
期
間
が
短
く
、
他
の
業
者
が

参
画
す
る
余
地
が
な
く
許
し
難

い
。
今
回
の
事
業
提
案
公
募
は

市
民
を
欺
く
行
為
。
よ
っ
て
、

事
業
提
案
公
募
区
域
内
の
公
有

地
売
却
の
中
止
を
市
長
に
強
く

求
め
る
こ
と
を
決
議
す
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

斉
藤
（
勝
）
議
員
ほ
か
３
人

〔
討
論
〕

平
議
員
…
取
手
駅
前
の
事
業
は
、

政
権
が
代
わ
る
ご
と
に
政
争
の

具
に
さ
れ
て
き
た
。
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
き
に
、
足
を
引
っ
張
っ

て
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
か
、
一
生
懸

命
陰
な
が
ら
支
え
て
成
功
さ
せ

る
か
。
反
対
。

倉
持
議
員
…
関
東
に
鳴
り
響
い

た
名
医
が
、
西
口
の
再
生
の
た

め
に
一
肌
脱
ぎ
た
い
と
い
う
。
こ

う
い
う
人
た
ち
の
自
由
な
発
想

で
市
を
活
性
化
す
る
と
い
う
大

き
な
心
が
持
て
な
い
議
員
が
い

る
こ
と
が
残
念
。
反
対
。

加か

増ぞ
う

議
員
…
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
タ

ウ
ン
構
想
を
進
め
る
た
め
に
手

段
を
選
ば
な
い
市
長
の
姿
勢
が

浮
き
彫
り
。
暴
走
に
歯
止
め
を

か
け
、
こ
う
し
た
事
態
を
許
さ

な
い
議
会
の
機
能
と
議
員
の
資

質
が
問
わ
れ
て
い
る
。
賛
成
。

朝
比
奈
議
員
…
故
意
に
地
価
が

安
く
鑑
定
さ
れ
る
よ
う
導
い
た

と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
の

で
は
な
い
か
。
市
民
の
信
頼
を

著
し
く
損
な
う
可
能
性
が
あ
る

不
透
明
な
Ｃ
街
区
公
募
事
業
は

中
止
す
べ
き
。
賛
成
。

皆
さ
ん
の
希
望
で
す 

請
願
・
陳
情

皆
さ
ん
の
希
望
で
す 

請
願
・
陳
情

●
取
手
駅
北
Ｃ
街
区
事
業
提
案

公
募
区
域
内
の
公
有
地
の
不
動
産

再
鑑
定
を
求
め
る
決
議
…
否
決

　

取
手
駅
北
Ｃ
街
区
事
業
提
案

公
募
区
域
内
の
公
有
地
の
鑑
定

評
価
は
、
到
底
納
得
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
価
値
を
充

分
認
識
で
き
る
よ
う
条
件
等
を

さ
ら
に
加
え
、
複
数
鑑
定
士
に

よ
る
再
鑑
定
を
強
く
求
め
る
こ

と
を
決
議
す
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

小
泉
議
員
ほ
か
１
人

〔
討
論
〕

小こ

嶋じ
ま

議
員
…
鑑
定
は
国
家
資
格

の
不
動
産
鑑
定
士
が
行
っ
た
こ

と
で
、再
鑑
定
は
時
間
の
無
駄
。

取
手
市
や
議
会
の
信
用
に
か
か

わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
今
必
要

な
の
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

行
政
の
執
行
。
反
対
。

朝
比
奈
議
員
…
市
民
の
貴
重

な
財
産
を
少
し
で
も
高
く
売
っ

て
、
市
民
に
還
元
を
し
た
い
と

い
う
使
命
感
が
私
た
ち
に
は
な

く
て
は
い
け
な
い
。
賛
成
。

取手駅北地区Ｃ街区を望む


